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令和8年7月19日(日) 10:30～16:30 振替対応

10人 最小開講人数 3人

令和８年度兵庫教育大学教員研修プログラムシラバス

26067

ストーリーテリング（お話語り）で目指せ！指導・支援のワンランク・アップ

講習活用区分
自主研修 中堅教諭等資質向上研修（兵庫県、神戸市、堺市）

兵庫県15年研・20年研等

中学校教諭 教科指定： 高等学校教諭 教科指定：

実施形態・会場
対面型

神戸キャンパス 教　室 L801・L802

保育士 幼稚園教諭 小学校教諭

特別支援学校教諭 養護教諭 栄養教諭 その他対象： その他、関心のある者

若手 中堅 ベテラン 学校管理職 トップリーダー

講師４ 井上　裕子 所属： 北陸大学

講師５ 有働眞理子 所属： 兵庫教育大学

松山おはなしの会

講師３ 氏名： 大島　秀子 所属： インプろう＠新潟

講師２ 氏名： 光藤由美子 所属：

講師６ 武田  博子 所属： 池田市幼稚園通級

①ストーリーテリング（お話語り）を用いることで、多様な子どもの指導・支援を効果的に行うことができることを理解できる。
②お話（物語）の語り方について、教科等で指導・支援する対象を念頭に、工夫を考えることができる。

講習目的・内容

特別支援学校や小学校だけでなく中学校や高等学校でも、「お話の力」を使ってより効果的な指導・支援が可能である。まず、お
話語りは人の根幹的な活動であり、人の発達、特に、ことば・コミュニケーション、人間関係に重要であることを確認する。次
に、お話語りを活用した自立活動や英語（部分的であっても）での語りの事例などを知り、幼児児童生徒が見て、触って、動いて
楽しめる・学べるお話語り（マルチセンソリー・ストーリーテリング）になるような工夫を盛り込んだ活動を指向し、そのお話語
りを用いた指導・支援の効果および課題についてディスカッションする。

探究活動を含む 省察を含む

担当講師

講師１ 氏名： 髙野美由紀 所属： 兵庫教育大学

語りを用いた教育・支援（概説）

13:00 14:00 語りの実践紹介

講習計画

【時間】 【内容】

10:30 10:35 オリエンテーション

10:35 12:05

16:10 16:25 全体討論

16:25 16:30 アンケート

14:10 15:10 マルチセンソリーな語りを用いた指導・支援の立案・練習

15:10 16:10 語りの紹介を中心に、指導・支援のアイデアを発表

・テキストとして以下を使用します。当日までに各自ご準備ください。
有働ら（2023）『見て、聞いて、触って、動いて　多感覚で楽しむストーリーテリング ―心豊かな学びと支援―』ジアース教育新
社
・受講者皆様のご所属やご専門にあわせて、少し内容を変更する可能性がございます。
・各会場の空調につきまして、当日の気温等に応じて調整しておりますが、会場によっては、どうしても吹き出し口とその他の場
所で温度差が出てしまいます。講習当日は体温調節のしやすい服装でお越しください。

・本講習は地域センター事業の一環として無償で行います。
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